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▲「本泉寺境内之図」（本泉寺蔵）

■富
と

樫
がし

氏
　富樫氏は、藤

ふじ

原
わら

利
とし

仁
ひと

の流れをくむ加賀斎藤氏
の一族で、高橋川中流域の富樫郷を拠点とし
た。利仁から７代の家

いえくに

国が ｢富
とがしの

樫介
すけ

｣ を称した
ことが富樫氏の始まりとされ、康

こう

平
へい

６年（1063）
には野々市に館を築いたとも伝えられている。
　同じ斎藤氏の一族で先に勢力を強めていた林

はやし

氏の嫡
ちゃくりゅう

流が、承
じょうきゅう

久３年（1221）の承久の乱で朝
廷方につき衰退したことから、幕府方であった
富樫氏は加賀における武士団の筆頭となり、守
護を歴任する北

ほう

条
じょう

氏一門の代
だいかん

官を務めている。
　その後、富樫高

たか

家
いえ

は南北朝内乱期の戦功から、
建
けん

武
む

２年（1335）加賀国の守護に任じられた。
高家は守護所を野々市に置き、富樫氏が構えた

館が政務を司る守護所にあたると考えられ
る。
　嘉

か

吉
きつ

元年（1441）、富樫教
のり

家
いえ

は将軍の怒
りに触れ失

しっ

脚
きゃく

したことが発端で富樫氏の分
裂が始まり、長

ちょうきょう

享２年（1488）加賀の一
いっ

向
こう

宗
しゅう

門
もん

徒
と

の攻撃とそれに加わった一族の富樫
泰
やす

高
たか

によって守護富樫政
まさ

親
ちか

は敗北し、政親
の居城高

たこ

尾
お

城
じょう

は落城する。
　戦国期には、富樫泰高一流が加賀国の守
護職を引き継ぐが、実権は一向一揆がも
ち、富樫氏の勢力は衰えていく。元

げん

亀
き

元年
（1570）守護富樫春

はる

貞
さだ

は金沢市伝
でん

燈
どう

寺
じ

で一
向宗門徒に討死され、富樫氏は滅亡する。
富樫館はこれ以降に廃絶していったと思われる。

■加賀一向一揆
　文

ぶん

明
めい

３年（1471）、本
ほん

願
がん

寺
じ

８代蓮
れん

如
にょ

は、加賀
と越前の境に吉

よし

崎
ざき

御
ご

坊
ぼう

を建立し、北陸への布教
を強化したことで、真

しん

宗
しゅう

門
もん

徒
と

は急速に拡大した。
　文明６年（1474）、蓮如の本願寺派と旧来の
真宗勢力・高

たか

田
だ

派の争いに富樫家の内紛が絡み、
戦闘が起こったが、蓮如が味方した政

まさ

親
ちか

が勝利
し、加賀守護となった。その後、大きな勢力を
持った一向一揆衆は、政親に弾圧され、越中
井
い

波
なみ

瑞
ずい

泉
せん

寺
じ

を頼って逃げのびたが、文明13年
（1481）に福

ふく

光
みつ

城主である石
いし

黒
ぐろ

氏と争い、これ
に勝利したと伝わる。蓮如が開いたと伝わる加
賀と越中国境の砂

すな

子
こ

坂
ざか

道
どう

場
じょう

跡
あと

には大規模な堀が
構
かま

えられており、当時の緊張状態を今に伝えて
いる。勢いを増した一向一揆衆は、長

ちょう

享
きょう

２年
（1488）に、抗争の末に政親を高尾城に自害さ
せた（長享の一揆）。この事件によって、一向
一揆衆の存在は一段と重要なものとなり、「百
姓ノ持チタル国」と評されることになった。そ
の後、国支配の実権は、若

わか

松
まつ

本
ほん

泉
せん

寺
じ

の蓮
れん

悟
ご

（蓮
如七男）、波

は

佐
さ

谷
たに

松
しょう

岡
こう

寺の蓮
れん

綱
こう

（蓮如三男）、山
やま

田
だ

光
こう

教
きょう

寺
じ

の蓮
れん

誓
せい

（蓮如四男）ら賀
が

州
しゅう

三ヶ寺が掌
握した。

　しかし、本願寺法主が10代証
しょう

如
にょ

へ代わると、
永
えい

正
しょう

の一揆の後に越前から逃れていた藤
ふじ

島
しま

超
ちょう

勝
しょう

寺
じ

の実
じっ

顕
けん

や本願寺内衆の下
しも

間
つま

頼
らい

秀
しゅう

が台頭した。
　享

きょう

禄
ろく

４年（1531）に、藤島超勝寺や和
わ

田
だ

本
ほん

覚
がく

寺
じ

と賀州三ヶ寺による内乱が起きたが（大
だい

小
しょう

一
いっ

揆
き

、享
きょう

禄
ろく

の錯
さく

乱
らん

）、これによって蓮悟等は没落し、
超勝寺や本覚寺が本願寺の代理的立場となった。
　天

てん

文
ぶん

15年（1546）に本願寺の加賀別院として
金
かな

沢
ざわ

御
み

堂
どう

が建立され、永
えい

禄
ろく

年間（1558〜70）に
超勝寺を排除すると、金沢御堂は加賀の政庁と
しての役割を担い、周辺には寺

じ

内
ない

町
まち

が形成され
た。
　織

お

田
だ

信
のぶ

長
なが

と大坂本願寺による石
いし

山
やま

合戦は天
てん

正
しょう

８年（1580）に和睦によって終戦するが、加賀
で陣を張っていた柴

しば

田
た

勝
かつ

家
いえ

は、信長の停
戦命令に応じず、金
沢御堂や鳥

とり

越
ごえ

城
じょう

等を
攻撃した。ここに至
り、金沢御堂は陥落し、
約100年続いた一向一
揆による加賀の支配
は終焉を迎えたので
あった。

概
要
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▲切山城跡復元イラスト　原画作成：香川元太郎　監修：千田嘉博 ▲松根城跡復元イラスト　原画作成：香川元太郎　監修：千田嘉博

▲前田利家　原画作成：宮下英樹

▲佐々成政　原画作成：宮下英樹

▲加越国境城跡群及び道の位置（天正12年頃）

■加越国境城跡群及び道
　加賀と越中の国境を舞台に繰り広げられた前

まえ

田
だ

利
とし

家
いえ

と佐
さっ

々
さ

成
なり

政
まさ

の争いの痕跡を現在に伝える
「加

か

越
えつ

国
くに

境
ざかい

城
しろ

跡
あと

群
ぐん

及び道」は、平成27年10月に
国史跡に指定された。この史跡は、城と道を一
体的に価値付けして指定された日本で最初の事
例であり、極めて貴重な歴史資産であると評価
されている。

　当時、加賀国と越中国
を結ぶ国境の街道にはい
くつもの山城が築造され
ていた。その歴史的背景
は、織

お

田
だ

信
のぶ

長
なが

亡き後の天
下統一へ向け、天正12
年（1584）、羽

は

柴
しば

秀
ひで

吉
よし

と
敵対した織田信

のぶ

雄
かつ

・徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

連合軍が尾張の小
こ

牧
まき

・長
なが

久
く

手
て

で争ったことによる。前年の賤
しず

ヶ
が

岳
たけ

合戦の後、秀吉に降伏することで越中に留まっ
た佐々成政は、これを機に反秀吉へと方針転換
し、秀吉方の前田利家と敵対した。加越国境城
跡群は、この時期に築造もしくは改修された城
跡群と考えられる。
　加越国境城跡群としては、荒

あら

山
やま

城跡、高
たか

峠
とうげ

城
跡、朝

あさ

日
ひ

山
やま

城跡（以上、金沢市）、龍
りゅう

ヶ
が

峰
みね

城跡、
津
つ

幡
ばた

城跡（以上、津幡町）、一
いち

乗
じょう

寺
じ

城跡、源
げん

氏
じ

ヶ
が

峰
みね

城跡（以上、小矢部市）などがあるが、調
査が進んだことで国史跡指定されたのは、切

きり

山
やま

城跡及び松
まつ

根
ね

城跡とそれらを繋ぐ小
お

原
ばら

越
ごえ

である。
　切山城跡は、越中側に大きな堀を設けている

ことから、越中の佐々方の攻撃に備えた前
田方の城である可能性が高く、逆に松根城
跡は加賀側に大きな堀が認められることか
ら、佐々方の城と考えられ、小原越を通じ
て対峙している。
　両城跡の年代は、城の形や出土遺物、古
文書などで、天正12・13年にほぼ限られ
ることから、織田・豊臣の武将が築造した
城郭の発展過程が把握できる希有な事例と
なり、近世城郭の成立過程を知る上での標
識遺跡になると評価されている。

　城と道の関連については、城の堀によって小
原越が切断されていることが明らかになった。
これは、城が街道を戦時
封鎖していることを遺構
で確認できた初めての事
例であり、城郭史研究に
おける新たな視点を示す
と共に、当時の加越国境
における緊迫した状況を
伝える重要な遺跡群と評
価されている。
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要
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津幡町字鳥越ニ111

津幡町字上藤又ヘ31

1
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5
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　天正12年（1584）、越中の佐々
成政が前田方の末森城を包囲した
ため、前田利家は末森城救援に向
かう。高松村の櫻井三郎左衛門は
海岸沿いを通過する抜け道を利家
に進言したので、末森城救援に成
功した。この功績により高松村は
地子銀の永代免除が与えられ、藩
政時代に宿場町として大きく繁栄
したと伝えられる。

　天正11年（1583）、加賀国は前
田利家の支配するところとなり、
越中に対する備えとして津幡に城
を築き、弟の前田秀継に守らせた。
翌年には、佐々成政の末森攻めの
際に、末森城救済の軍議をここで
開いた。※隣接して津幡ふるさと
歴史館「れきしる」がある。

　元々は一向一揆の鳥越弘願寺を
守るための砦であったが、天正
11年（1583）に、前田利家が越
中の佐々成政に備えるために、改
良し使用した城。天正13年（1585）
秀吉軍の越中進攻により、戦いが
おさまると廃城となった。

　標高139mの尾根頂部を中心に
造成された、東西約200m、南北
約250mの山城である。発掘調査
により門跡や、タイ産の鉛で作ら
れた鉄砲玉等が発見されている。
東端の横堀の規模が大きく、越中
側からの攻撃に備えて築城された
前田利家方の城跡と推定されてい
る。

　賀茂神社が現在の横山の地に移
ったのは大同２年（807）と伝え
られており、平安時代の後期から
戦国時代にかけて、京都の賀

か も

茂別
わけ

雷
いかづち

神
じんじゃ

社（現在の上賀茂神社）の直
轄領であった。天正12年（1584）
の末森城の戦いでは、戦いに敗れ
た佐々成政の軍勢が撤退する際、
伏兵を恐れて社叢に火を放ったと
伝えられる。

　創建は観応元年（1350）、北加
賀における一向宗の最初の拠点と
考えられている。寺院の規模は東
西約210m、南北約330mと推測さ
れ、「オヤシキ」と呼ばれる主郭
部を自然丘や土塁などが取り囲ん
でいる。

　近世北陸道を臨む龍ヶ峰城は、
一向衆や佐々勢の城として活用さ
れた。城は北陸道に対して、いく
つもの曲輪を設けており、道に対
する強い意識が表れている。幅約
７ｍの堀切や、狭く作られた入口
や土塁などさまざまな防御施設が
設けられている。

史跡解説と詳細マップ史跡解説と詳細マップ
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MAP 2
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MAP 2
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　臨済宗妙心寺派寺院、宝亀山
と号し、覚円が延慶元年（1308）
恭翁運良を開山にしたといわれ
る。加賀の五山派の有力寺院とな
ったが、その後、実質的に河北郡
一向一揆の影響下に置かれた。元
亀４年（1573）織田信長勢に内
通を謀って追われた富樫晴貞が当
寺で自害した。

　二俣越を臨む標高77mの丘陵上
に所在し、蓮悟（蓮如七男）が長
享元年（1487）に建立した若松
本泉寺と伝わる。周辺には「御坊
山」や「オヤシキ」などの地名が
残る。加賀一向一揆では、松岡寺

（能美郡波佐谷）・光教寺（江沼郡
山田）と共に賀州三ヶ寺と称し、
真宗勢力の中心の一つだったが、
享禄４年（1531）の享禄の錯乱
における焼き打ちで廃絶した。

　金沢城跡本丸部分が故地とさ
れ、天文15年（1546）に石川郡一
揆によって創建され、本願寺証如
より本尊などを下付された。享禄
の錯乱以前の賀州三ヶ寺、特に若
松本泉寺の役割を受け継ぎ、加州
惣国の政庁として機能した。天正
８年（1580）に本願寺顕如と織田
信長の和議が成立したが、柴田勝
家が加賀に乱入し、開城した。

　蓮如の布教によって建立された
と伝わる真宗道場に関する遺跡
で、後の南砺市城端善徳寺及び同
市福光光徳寺の故地と伝わってい
る。発掘調査では、蓮如が布教し
た時期を含む15世紀後半の土器・
陶磁器や国境付近の尾根筋に延長
約800mの堀跡が見つかっており、
一向一揆の争乱に関係した遺構と
推定される。

　標高190ｍ程の丘陵先端部一帯
に所在する山城。長享２年（1488）
の一向一揆によって落城された加
賀国守護・富樫政親の城として知
られており、史料中には、富樫氏
の城として多胡城や富樫城などと
見える。見晴らし台が整備された
場所は通称「ジョウヤマ」と呼ば
れ、昭和45年の土取りで大半が
失われたが、背後の通称「コジョ
ウ」には現在も遺構が残る。

　加賀と越中の国境となる砺波山
丘陵の最高所に築城された東西約
140m、南北約440mの規模をもつ
山城で、門跡や道跡等が発見され
ている。西端の幅約25mの大堀切
によって尾根上の道跡（小原越）
が切断されており、小原越を戦時
封鎖するなどした、佐々成政方の
城跡であると推定されている。

　嘉吉２年（1442）に越中井波
瑞泉寺の如乗が開創した真宗大谷
派の寺院。如乗は本願寺八世蓮如
の叔父であることから、その繋が
りが深く、本泉寺と名付けたのは
蓮如で、本堂の背後にある九山八
海の庭（県指定名勝）は蓮如作庭
と伝わる。天正年間（1573-1591）
には、佐々成政の兵火により焼失
したが、慶長８（1603）年に前
田家の庇護を受け、現在に至る。
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※専徳寺墓地内にあり。
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　大乗寺は富樫家尚が建てた密
教 寺 院 で、 そ の 後 の 永 仁 元 年

（1293）、加賀国最初の禅寺とな
った。寺の位置は、市内北東部の
本町から押野一帯にあったと推測
されている。現在、本町にある高
安軒（室町期に富樫高泰が開いた
とされる寺）に「大乗寺旧址」の
石碑が建つ。

　住吉の宮（現布市神社）は、康
平６年（1063）、富樫家国が野々
市に館を構えた際、敷地内に社殿
を造営したものと伝えられてい
る。境内には、弁慶が投げたとい
われる「弁慶の力石」や、明治22
年（1889）富樫氏の事跡を後世
に伝える石碑「富樫氏先業碑」が
ある。

　富樫館跡は、富樫氏代々の居館
跡で加賀国の守護所でもあった。
実際の館の場所は、この地から南
約200ｍ離れたところ（⑳守護所
富樫館跡）にあるが、昭和42年

（1967）、富樫館の存在を広く知
らせるために、富樫卿奉賛会（現 
富樫氏頌徳会）と金沢工業大学が
この石碑を建立した。

　高尾城跡の南麓、七瀬川の谷頭
の額谷町にある御廟谷は，加賀の
守護富樫氏の累代の墓所と伝えら
れる。地形は四段に分かれ、上段
の「寺屋敷」と呼ばれる位置には、
石材が散在し、その下段には五輪
塔一基を中心とする石塔がみられ
る。

　加賀国の守護富樫氏が構えた館
跡で、中世における政治・経済・
文化の中心となったところであ
る。平成６年（1994）の発掘調
査で館を囲む堀の一部を発見し、
館の位置を知る貴重な手がかりと
なった。現在は広場となって開放
されている。

　真宗大谷派の寺院で、霊峰山と
号し、応永34年（1427）に敬授
が開山。３代法敬坊順誓のとき富
樫氏の援助により寺基が固められ
た。また、蓮如上人が文明３年

（1471）年12月上旬から翌年２月
まで逗留した。宝物として、県指
定文化財「版本　三帖和讃並正信
念仏偈（４帖）」、市指定文化財「紙
本墨書正信偈」など貴重な資料が
伝世している。
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　松任城跡は、14世紀末～15世紀
に、この地域を支配した松任氏の
館跡と推測される。室町時代末～
戦国時代に、一向一揆の門徒組織

「松任組」の城として改築された
が、天正８年（1580）に織田方の
攻撃により落城。その後、前田利
長が居城し、現在の形状に改築さ
れ、慶長10年頃（1605）に廃城と
なった。※松任駅南口右側

　舟岡山城跡は、元々本願寺若林
長門守の城であったが、天正８年

（1580）に織田信長の軍勢が一向
一揆を一掃した際に落城したと伝
えられる。その後、前田利家の
重臣高畠定吉が慶長６年（1601）
まで居城。城跡には石垣や土塁等
が極めて良好に残る。

　二曲城跡は、鳥越城跡の大日川
対岸に位置し、「天文日記」に記
されている「二曲右京進」の城と
推測される。馬蹄形を呈する二つ
の尾根上に５つの郭と堀や土塁が
築かれている。「信長公記」には「府
峠にて蜂起あり」と記され、加賀
一向一揆と織田勢の激戦地となっ
た。

　槻橋城跡は、「御蔵山」と呼ば
れる尾根一帯に、土塁や空堀によ
って構成された中世の山城跡。「御
蔵山」の語源は郭跡より、炭化米
が出土したことから、米蔵があっ
たとされることによる。室町時代、
加賀国守護富樫氏の重臣槻橋氏の
居城として伝わる。　

　鳥越城跡は、山内衆と呼ばれた
白山麓の本願寺門徒が、織田信長
と戦った加賀一向一揆最後の砦
となった城跡。城主鈴木出羽守
は頑強に抵抗したが、天正８年

（1580）、柴田勝家らにより落城
した。その後、織田方と山内衆と
の間で２ヵ年にわたり攻防が繰り
広げられ、天正10年（1582）に
掃討された。

　国指定史跡鳥越城跡附二曲城跡
のガイダンス施設で、発掘調査に
よって出土した遺物や鳥越城の立
体模型等を展示している。また、
マジックビジョンや映像シアター
により「一向一揆」という史実に
ついてわかりやすく解説している。

MAP 7 MAP 8

MAP 7

MAP 8

MAP 7

MAP 8

MAP 8



かほく市

津幡町

内灘町

金沢市

白山市

野
々
市
市 富山県

小松市

能美市

宝達志水町

医王山
▲

奥医王山
▲

▲戸室山

▲三国山

高松

横山

宇野気

能瀬

本津幡
中津幡

倶利伽羅

津幡

森本

東金沢

金沢

西金沢

野々市

松任

加賀笠間

美川

小舞子

内灘

白尾

高松

県立看護大

金沢東

金沢西

白山

美川

徳光PA

金沢森本

不動寺PA
七
尾
線

北陸新幹線

IRい
しか
わ
鉄
道

山側
環状

北
陸
鉄
道
石
川
線

北陸
本線

金沢
バイ
パス

北陸
自動
車道

の
と
里
山
海
道

津
幡
バ
イ
パ
ス 津幡北バイパス

226

471
59159

8

8

8

8

159

157

359

359

304

211210

157

179

105

181

178

27

10

45

44

146

25

162

212

MAP 1

MAP 2

MAP 3
MAP 4

MAP 5

MAP 7

MAP 6

MAP 8

①櫻井三郎左衛門像
②賀茂神社社叢

③津幡城跡③津幡城跡

④鳥越弘願寺跡
⑤笠野鳥越城跡

⑥龍ヶ峰城跡

⑦切山城跡

⑧松根城跡

⑨砂子坂道場跡

⑪伝燈寺⑪伝燈寺

⑫若松本泉寺跡⑫若松本泉寺跡
⑬金沢御堂⑬金沢御堂

㉔鳥越城跡

㉕二曲城跡
㉖鳥越一向一揆歴史館

㉑松任城跡㉑松任城跡

㉒槻橋城跡㉒槻橋城跡

㉓舟岡山城跡㉓舟岡山城跡

⑰大乗寺跡
⑱富樫館跡石碑
⑲住吉の宮
⑳守護所富樫館跡

⑭高尾城跡⑭高尾城跡
⑮御廟谷⑮御廟谷

⑯善性寺⑯善性寺

【史跡等の内容】

加越国境城跡群
富樫氏と加賀一向一揆

⑩二俣本泉寺

金沢市

白山市

野々市市

津幡町

かほく市
内灘町

史
跡
全
体
マ
ッ
プ

全 体 図

※本書は、石川中央都市圏（金沢市・白山市・かほく市・野々市市・津幡町・内灘町）が地域資源の魅力向上に向けて、
圏域内の歴史資産の保存活用に連携して取り組む事業で作成したものである。
【発行】金沢市 文化財保護課
【編集】石川中央都市圏歴史遺産活用連絡会　【協力】白山市・かほく市・野々市市・津幡町
【お問い合わせ】金沢市埋蔵文化財センター　金沢市上安原南60番地　TEL：076-269-2451　FAX：076-269-2452

平成28年10月発行

石川中央都市圏の構成市町

「
加
賀
の
守
護
富
樫
氏
興
亡
の
跡
」、「
百
姓
ノ
持
チ
タル
国
」、

「
国
境
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
前
田
利
家
と
佐
々
成
政
の
戦
い
」の
史
跡
を
訪
ね
て
み
よ
う
。




